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１
月
１
日
、
午
前
９
時
よ
り
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
紀
美
野
町

開
庁
式
」
が
開
催
さ
れ
、
尾
崎
要
二
県

議
会
議
員
を
は
じ
め
町
議
会
議
員
、
選

管
委
員
、教
育
委
員
な
ど
各
行
政
委
員
、

町
職
員
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

黒
西
町
長
職
務
執
行
者
は
、
式
辞
で

「
新
年
の
幕
開
け
と
共
に
、
本
日
『
紀

美
野
町
』
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
平

成
18
年
は
紀
美
野
町
が
ス
タ
ー
ト
し
た

記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
歴

史
的
な
年
を
、
皆
様
と
共
に
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
く
感
無

量
の
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
述
べ

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
庁
舎
玄
関
前
に
お
い
て
、

国
旗
・
町
旗
の
掲
揚
、
銘
板
の
除
幕
式

に
続
き
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
紀
美
野
町

が
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

ま
た
、
神
野
支
所
と
消
防
本
部
・
署

の
開
庁
式
も
同
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
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平
成
18
年
１
月
１
日
に
、
旧
野
上
町
と
旧
美
里
町
が
合
併
し
、
人
口
１
万
２
０
２

３
人
、
世
帯
数
４
６
０
６
世
帯
、
面
積
１
２
８
・
０
１

の
「
紀
美
野
町
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

km2

銘板の除幕式 国旗・町旗が掲揚されました



紀美野町第１回臨時会において正副議長の選挙並びに総務文教・産業建設の２つの常任委員会、
議会運営委員会の委員及び一部事務組合の議会議員の選出が行われ、次のとおり決まりました。
【議長・副議長】 （敬称略）
議　長　鷲谷禎三　副議長　折口左近
【総務文教常任委員会】（12名）
委員長　加納国孝　副委員長　上北よしえ
委　員　鷲谷禎三　美濃良和　美野勝男　

杉野米三　新谷誠良　前村　勲　
伊都堅仁　向井中洋二　新谷榮治
上段順弘

【産業建設常任委員会】（11名）
委員長　東尾堯生　副委員長　小椋孝一　
委　員　松下　博　折口左近　山本邦夫

林　博行　松尾紘紀　西原右玄
仲尾元雄　辻中浩幸　北道勝彦　

【議会運営委員会】（６名）
委員長　山本邦夫　副委員長　新谷榮治　
委　員　美濃良和　加納国孝　前村　勲　東尾堯生
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今
回
の
委
員
は
合
併
に
伴
う

特
例
法
に
よ
り
平
成
18
年
８
月

31
日
ま
で
の
任
期
を
務
め
ま

す
。
会
長
に
常
田
久
夫
氏
、
ま

た
、
副
会
長
（
職
務
代
理
者
）

に
松
本
好
史
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

（
敬
称
略
）

【
選
挙
に
よ
る
委
員
】

上
北
　
浩
章
（
円
明
寺
）

宮
西
　
幸
次
（
蓑
津
呂
）

松
本
　
好
史
（
野
　
中
）

田
中
　
秀
幸
（
永
　
谷
）

池
本
　
光
男
（
大
　
角
）

瀧
上
　
昌
作
（
鎌
　
滝
）

峯
尾
　
佳
伸
（
松
ケ
峯
）

浴
畑
　
次
作
（

谷
　
）

大
家
紀
巳
雄
（
小
　
西
）

森
谷
　
　
一
（
毛
原
上
）

中
西
喜
代
次
（
動
　
木
）

鷲
本
精
一
郎
（
柴
　
目
）

曲
里
　
哲
治
（
長
　
谷
）

田
伏
　
利
夫
（
下
佐
々
）

岩
谷
　
亮
志
（
福
　
井
）

北
谷
　
磯
次
（
坂
　
本
）

横
谷
　
雅
廣
（
中
　
田
）

北
　
　
和
泰
（
釜
　
滝
）

赤
阪
　
公
顯
（
西
　
野
）

堀
　
　
修
（
東
　
野
）

【
議
会
か
ら
の
推
薦
】

湯
谷
　
絹
子
（
松
　
瀬
）

松
本
　
京
子
（
大
　
角
）

美
野
　
勝
男
（
毛
原
下
）

西
原
　
右
玄
（
梅
　
本
）

【
農
業
協
同
組
合
か
ら
の
推
薦
】

菖
蒲
奥
典
侑
（
小
　
畑
）

【
農
業
共
済
組
合
か
ら
の
推
薦
】

常
田
　
久
夫
（
長
　
谷
）

合併後の新しい議会構成決まる （第１回臨時議会）

議長に鷲谷禎三氏、 副議長に折口左近氏

一部事務組合議会
【国民健康保険野上厚生病院組合議会議員】（10名）
美濃良和　山本邦夫　松尾紘紀　林　博行
加納国孝　前村　勲　向井中洋二　辻中浩幸
上段順弘　小椋孝一

【海南海草老人福祉施設事務組合議会議員】（４名）
林　博行　松尾紘紀　前村　勲　仲尾元雄

【海南海草環境衛生施設組合議会議員】（４名）
新谷榮治　杉野米三　松尾紘紀　北道勝彦

【五色台広域施設組合議会議員】（６名）
松下　博　折口左近　杉野米三　西原右玄
伊都堅仁　北道勝彦

議
長



成
人
式
と
い
う
大
き
な
人
生

の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
変

わ
り
ゆ
く
社
会
の
中
で
、
自
分

が
ど
の
よ
う
な
夢
・
希
望
を
持

っ
て
生
き
て
い
く
の
か
を
考
え

る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
当
に
多
く
の
人
々
に

支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
成
長
で

き
た
こ
と
を
強
く
感
じ
、
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う

事
を
深
く
自
覚
し
、
責
任
を
も

っ
て
行
動
し
、
自
分
の
将
来
を

見
据
え
て
、
強
い
意
志
を
持
っ

て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

成
人
を
迎
え
て
多
く
の
方
々

に
お
祝
い
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
人
へ

の
仲
間
入
り
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
大
人

と
い
う
自
覚
に
は
時
間
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
物
事
へ
の
正

し
い
判
断
力
と
、
自
分
の
行
動

に
責
任
を
持
っ
た
大
人
に
な
り

た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
様
々
な
事

を
学
習
し
、
人
生
の
先
輩
方
の

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に

耳
を
傾
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
自
身
を
高
め
、

自
分
の
持
っ
て
い
る
目
標
に
向

か
っ
て
邁
進
し
て
い
き
た
い
で

す
。

紀
美
野
町
、
記
念
す
べ
き
第

一
回
の
成
人
式
で
成
人
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
成
人
式
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
生
き
方
や
人
生
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

今
ま
で
の
未
成
年
と
い
う
甘

え
は
捨
て
、
大
人
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
か
ら
に
は
、
自

覚
と
責
任
を
持
ち
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
夢

と
希
望
を
現
実
の
も
の
に
で
き
る
力
と
若
さ
は
、
あ
な
た
方
の
特

権
で
す
。
社
会
の
一
員
と
し
て
の
新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

じ
っ
く
り
と
自
分
自
身
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

１
月
８
日
、
成
人
式
が
行
わ
れ
た
中
央
公
民
館
で
新
成
人
の

方
々
に
、
「
成
人
を
迎
え
て
」
の
感
想
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

中谷雅文（下佐々）

西鳥朱美（桂瀬）

桐浴寛延（中）

小坂依里（下佐々）

こ
の
度
は
、
私
達
紀
美
野
町

第
一
期
新
成
人
の
た
め
に
盛
大

な
成
人
式
を
挙
行
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
日
無
事
に
成
人
式
を
迎

え
た
こ
と
で
、
成
人
と
し
て
社

会
に
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、

自
分
自
身
の
行
動
に
責
任
が
伴

っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

私
は
現
在
福
祉
の
道
を
志
し
、

勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
将
来

は
こ
の
紀
美
野
町
で
職
に
就
き
、

少
し
で
も
郷
土
に
役
立
つ
よ
う

な
人
間
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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参
加
者
38
名
（
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６

名
）
が
１
月
６
日
（
金
）
〜
１
月
９
日

（
月
）
に
か
け
て
、
長
野
県
戸
狩
温
泉

ス
キ
ー
場
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

３
日
間
の
ス
キ
ー
教
室
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
熱
心
且
つ
丁
寧
な

指
導
で
、
初
心
者
か
ら
中
級
者
の
人
ま

で
、
滑
り
方
と
お
も
し
ろ
さ
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
な
か
な
か
体

験
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
で
き
、

み
な
さ
ん
楽
し
ん
で
頂
け
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
今
後
み
な

さ
ん
の
生
活
の
中
で
、
楽
し
み
の
一
つ

に
加
え
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ス
キ
ー
教
室
開
催
!!

（
学
事
・
生
涯
学
習
室
）

「
仲
良
く
親
子
で
遊
ぼ
う
・
学
ぼ

う
・
ふ
れ
あ
い
を
広
げ
よ
う
」
と
１
月

18
日（
水
）、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

コ
ア
ラ
教
室
の
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
が
子

ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ら
約
50
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。
コ
ア
ラ
教
室
は
、
１
歳
半
か
ら

３
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
集
団
で
の
遊
び
な
ど
を
親
子
で
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
月
１
回
開
か
れ
て

い
ま
す
。

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
４
つ
の
テ

ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
を

使
っ
た
お
菓
子
づ
く
り
に
挑
戦
。
子
ど

も
た
ち
も
ク
ラ
ッ
カ
ー
の
上
に
ジ
ャ
ム

や
バ
ナ
ナ
、イ
チ
ゴ
を
上
手
に
の
せ
て
作

り
、お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

コ
ア
ラ
教
室
の

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
開
か
れ
る
!!

町
内
の
３
施
設
に
お
い
て
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
と
も
に
経
費
削
減
等
を
図
る
目

的
で
、
民
間
事
業
者
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
幅
広
く
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

【
導
入
さ
れ
て
い
る
施
設
等
】

指
定
管
理
者
制
度

導
入
施
設
!!

←紀美野町山の家おいし
（中田899番地29）

↓紀美野町毛原オートキャンプ場
（小西187番地外）

←紀美野町美里温泉かじか荘
（菅沢６番地外）



行　事� 対　象� 時　間� 場　所�
１日（水）�
２日（木）�
３日（金）�

�
７日（火）�
８日（水）�

�
�
�
�

９日（木）�
�
�

13日（月）�
15日（水）�
17日（金）�
20日（月）�
21日（火）�
22日（水）�

�
�
�
�
�

23日（木）�
�

24日（金）�
27日（月）�

健康相談�
幼児相談�
献血�
�
保育所開放�
保育所開放�
コアラ教室�
�
�
健康相談�
保育所開放�
４か月児健診�
風しん�
保育所開放�
健康相談�
麻しん�
乳児健診�
保育所開放�
保育所開放�
カンガルー教室�
�
�
ＢＣＧ�
健康相談�
保育所開放�
４か月児健診�
３歳児健診�
保育所開放�

町民�
Ｈ15.10.1～15.11.30生まれ�
�
�
�
�
町内在住の１歳６か月�
以上の保育所未入所の�
子どもと保護者�
町民　�
�
Ｈ17.9.26～17.10.8生まれ�
Ｈ10.8.10～17.1.12生まれ�
�
町民�
Ｈ10.8.18～17.2.17生まれ�
Ｈ17.3.1～17.4.30生まれ�
�
�
町内在住の５か月から�
１歳６か月頃までの�
子どもと保護者�
Ｈ17.8.23～17.11.22生まれ�
町民�
�
Ｈ17.10.9～17.10.22生まれ�
Ｈ14.5.1～14.7.31生まれ�

  9：00～11：00�
�
  9：00～12：00�
13：30～16：00�
10：00～11：30�
10：00～11：30�
  9：30～11：30�
�
�
  9：00～11： 00�
10：00～11：30�
�
13：30集合�
10：00～11：30�
  9：00～11：00�
16：00集合�
�
10：00～11：30�
10：00～11：30�
  9：30～11：00�
�
�
�
  9：00～11：00�
10：00～11：30�
�
�
10：00～11：30

総合福祉センター（旧野上町）�
総合福祉センター（旧野上町）�
大成高等学校�
野上厚生総合病院�
第一保育所（旧野上町）�
毛原保育所（旧美里町）�
子育て支援センター�
（旧野上町）�
�
総合福祉センター（旧野上町）�
小川保育所（旧野上町）�
海南市保健福祉センター�
小馬場医院（旧美里町）�
第二保育所（旧野上町）�
総合福祉センター（旧野上町）�
田伏医院（旧野上町）�
総合福祉センター（旧野上町）�
第一保育所（旧野上町）�
毛原保育所（旧美里町）�
子育て支援センター�
（旧野上町）�
�
総合福祉センター（旧野上町）�
総合福祉センター（旧野上町）�
小川保育所（旧野上町）�
海南市保健福祉センター�
総合福祉センター（旧野上町）�
第二保育所（旧野上町）�

（受付）9：00～9：30

（受付）13：00～13：30

（受付）13：00～13：30

（受付）13：00～13：30

施　　　　　　設� 開　放　時　間� 開　　放　　日�
子育て支援センター（第二保育所）�
�
プレイルーム（紀美野町総合福祉センター）�

午前９時～11時30分�
午後２時～４時30分�
午前９時～午後５時�

毎週１回　　月曜日�
�
毎週　火曜日～日曜日�

6

月曜日～金曜日 9:00～17:00

2 月14日（火） 9:00～11:00
28日（火） 9:00～11:00健 康 相 談

2 月 6 日（月） 13:30～
16日（木） 13:30～
28日（火） 13:30～

※予約制です

2 月14日（火） 9:00～11:00
28日（火） 9:00～11:00 

水 質 検 査

健康診断書の作成
一般健康相談

心の健康上、不安をもつ方及び家族

※精神科専門医師が相談に応じます。

こ こ ろ の
健 康 相 談

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで 海南市大野中９３９ （電話　４８２－０６００）

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 2 月14日（火） 9:00～11:00
28日（火） 9:00～11:00

検 便

化学検査　菌検査
赤痢菌　サルモネラ菌　大腸菌

2 月 6 日（月） 9:00～11:00
20日（月） 9:00～11:00

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするた
めの血液検査と登録手続きを行います。

2 月14日（火） 10:30～11:30
28日（火） 10:30～11:30

※予約制です
医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。

事業名 対象・内容等 日　　　時



ライフスタイルを見直そう…
・規則正しく食事をし、朝食を抜いたり、
寝る直前に夜食を食べない。

・腹８分目を心がけ、食べ過ぎない。
・お菓子や甘いものを控え、買い置きをしない。
・脂肪の摂り過ぎに気をつけましょう。
・毎日適度な運動を心がけましょう。
・睡眠、休養は十分にとりましょう。
・禁煙を心がけましょう。
・定期的に健康診断をうけましょう。等

広報�7

低栄養とは、血液中のたんぱく質の約60％を占める血清アルブ
ミン値が低い状態です。低栄養におちいると、日常生活に必要な
身体機能が低下して老化が進みやすく、心臓病などの慢性疾患を
引き起こす原因にもなります。
このようなことから、筋力の低下など体の老化を防ぎ、健康で

イキイキと生活するために次のような食事をとることが重要です。
（低栄養を予防するための食事の工夫）
１、食事は１日に３回バランスよくとり、食事は絶対に抜かない
２、動物性たんぱく質を十分にとる
３、魚と肉は１対１の割合でとり、魚に偏らないようにする
４、肉は、さまざまな種類や部位を食べるようにする
５、油脂類の摂取が不足しないよう注意する
６、牛乳は、毎日200ミリリットル（１本）以上飲む
７、野菜は、緑黄色野菜や根菜類など、たくさんの種類を食べ、
火を通して調理し、摂取量を増やす

８、食欲がないときはおかずを先に食べ、ご飯を残す
９、調味料をじょうずに使い、おいしく食べる
10、食材の調理法や保存法を覚える
11、和風、洋風、中華など、さまざまな料理を作るようにする
12、家族や友人と会食する機会を増やす
13、かむ力を維持するため、義歯の点検を定期的に受ける
14、健康情報を積極的にとり入れる
引用：『いつまでもイキイキ生活』－元気な体をつくる｢介護予防｣－

財団法人　東京都高齢者研究・福祉振興財団
東京都老人総合研究所　介護予防緊急対策室　発行

高齢者の介護予防（低栄養）について

は
じ
め
ま
し
て
、
堀
　
紗
恵
佳
と
申

し
ま
す
。

１
月
よ
り
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て

働
か
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影
（
乳
房
の
Ｘ

線
撮
影
）
を
中
心
に
他
に
も
い
ろ
い
ろ

と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

この健康づくりコーナーでは皆さんの健康づくりに役立ててもらう為の内容を提供していきた
いと思います。どうぞよろしくお願い致します。

２月１日～７日までの一週間は生活習慣病予防週間となっています。今回は、生活習慣病で最
近注目されている「メタボリックシンドローム」についてお話しします。
メタボリックシンドロームとは、ウエストまわりが太くなる（腹囲 男性85cm以上 女性90cm

以上）肥満の人が、軽症でも「高脂血症」、「高血圧」、「糖尿病」といった生活習慣病を２つ以上
もっている状態をいいます。この状態は動脈硬化を急激に悪化させ、脳梗塞（脳の血管がつまる
こと）や心筋梗塞（心臓に栄養を送っている血管がつまること）など人が生きてゆくために重要
な臓器の血管をつまりやすくします。メタボリックシンドロームにあてはまらなくても、次のこ
とを生活にとりいれて、生活習慣病を予防・解消していきましょう。



海南税務署からのお知らせ
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国
民
年
金
保
険
料
額
は
平
成
17

年
度
、
１
ヶ
月
１
３，
５
８
０
円
で

す
。（
原
則
と
し
て
毎
年
月
額
２
８

０
円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。）

納
付
に
は
、
お
得
な
前
納
制
度
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
納
の
場
合
口
座
振
替
が
さ
ら

に
お
得
で
す
！

１
年
前
納→

３，
４
２
０
円
割
引

６
ヶ
月
前
納→

９
３
０
円
割
引

口
座
振
替
早
割
制
度
も
あ
り
ま

す
。
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に

振
替
、
40
円
割
引
と
な

り
ま
す
。

◎
口
座
振
替
の
１
年
前

納
や
６
ヶ
月
前
納
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
３
月

上
旬
ま
で
に
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
社
会
保

険
事
務
所
・
役
場
住
民

課
・
支
所
住
民
室
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

処
理
の
関
係
上
、
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民

課
国
民
年
金
係
（
TEL
４

８
９
―
５
９
０
３
）
神

野
支
所
住
民
室
（
TEL
４

９
５
―
３
４
６
３
）

日
時：

３
月
９
日（
木
）

13
時
〜
15
時

場
所：

海
南
市
住
民
セ
ン
タ
ー

（
海
南
市
沖
野
々
４
４
３
―
５
）

内
容：

弁
護
士
及
び
県
民
相
談
員

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
、
行
政
相

談
、
そ
の
他
一
般
相
談

予
約
受
付：

２
月
23
日
（
木
）
か

ら
海
草
振
興
局
県
民
行
政
部
総
務

課
へ
電
話
予
約
（
先
着
10
名
）

TEL
０
７
３
―
４
４
１
―
３
３
５
３

農
林
水
産
省
　
食
料
品
消
費

モ
ニ
タ
ー

対
象
者

20
歳
以
上
の
方（
16
名
）

任
　
期

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

申
　
込

は
が
き
、封
書
又
は
メ
ー

ル
で
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、性
別
、職
業
、電
話
番
号
、簡
単

な
応
募
動
機
を
、３
月
３
日
ま
で
に

和
歌
山
農
政
事
務
所

消
費
・
安
全

部

消
費
生
活
課

〒
６
４
０
―
８

４
０
４
和
歌
山
市
湊
５
５
７
―
19

Ｅ
メ
ー
ル：

syokunoanzen@
kinki.

m
aff.go.jp

お
問
い
合
わ
せ
　
申
込
先

TEL
０
７
３
―
４
２
２
―
４
１
０
１

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
や
口
座
振
替
を
！

移
動
県
民
相
談
の

開
催
に
つ
い
て

◎所得税・消費税の確定申告は自分で書いてお早めに
・今年も確定申告の時期となりました。
所得金額及び税額を正しく計算し、期限内に申告・納税
を済ませましょう。

・申告書は、「確定申告書の手引」や「書き方」に沿って、簡
単に作成できるようになっています。是非、ご自分で作
成し、早めに郵送又は信書便で提出してください。
また、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」
でも確定申告書等が作成できます。（国税庁ホームペー
ジアドレス　http://www.nta.go.jp）

・申告期限間近になりますと、税務署の窓口は大変混雑し、
長時間お待ちいただかなければならないことがあります。
できるだけお早めに、申告・納税をお済ませください。
また、納税には、便利な「振替納税」制度をご利用ください。
・当署は駐車場が狭あいであり、また周辺の住民の方のご
迷惑となりますので、車でのご来署は、お控えください。

※当署では、土・日・祝日は閉庁しております。
◎確定申告会場のご案内
・本年も次のとおり確定申告会場を開設し、近畿税理士会
海南支部の税理士が相談に応じています。
ご自分で所得税の確定申告書等の作成が困難な方は、お
気軽にご利用ください。

【確定申告会場の日程】

（相談時間）午前10時～12時・午後１時30分～４時
相談される方は、税務署から送付されている申告用紙、印鑑、
源泉徴収票（給与所得・公的年金等）、売上・仕入・経費など
の書類や、生命保険の控除証明書などを必ず持参してください。
（これらの書類が不足すると、相談できない場合があります。）

～申告は青色・納税は振替で～

・申告所得税及び、個人事業者の消費税及び地方消費税の納
付は①安全②確実③便利な口座振替をご利用ください。

・お申込みは、３月15日まで（個人事業者の消費税及び地方
消費税は３月31日まで）に最寄りの金融機関または税務署
へ（手続きは簡単です）。

◎消費税法が変わりました
・消費税法の一部が改正され、個人事業者の場合、平成17
年分の課税期間から適用されることとなります。
主な改正点は、次のとおりです。
【改正点１】事業者免税点が引き下げられました。
（基準期間の課税売上高が1,000万円を超えた場合、申告が
必要です。）

【改正点２】簡易課税制度の適用上限が引き下げられました。
（基準期間の課税売上高が5,000万円以下の場合、簡易課税
が選択できます。）
注：基準期間とは、原則、個人事業者の場合、前々年となり
ます。（平成17年分の基準期間は平成15年分となります。）

◎ e－Tax（国税電子申告・納税システム）をご利用ください

詳しくはe－Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）を
ご覧ください。

場　　　所 相　　談　　日
紀美野町役場 ２月17日（金）・20日（月）・28日（火）
紀美野町役場（神野支所） ２月21日（火）・22日（水）・３月１日（水）

○所得税の申告と納税は、3月15日まで
○贈与税の申告と納税は、3月15日まで
○個人事業者の消費税及び地方消費税の申告と納税は、3月31日まで

○口座からの振替納付日は次のとおりです。
・申告所得税・・・・・・・・・・4月20日
・消費税（個人）・・・・・・・・4月27日
（注）前日（営業日）までに預金の準備をしてください。

１　所得税、法人税及び消費税等の申告ができます。
自宅や事務所からインターネットを利用して申告がで
きます。

２　申請・届出等ができます。
青色申告の承認申請書、納税地の異動届出、電子納税
証明書の交付請求、法定調書の提出などができます。

３　すべての税目の納税ができます。
回数の多い手続が大変便利になります。（特に、源泉
所得税の毎月納付分など）
※インターネットバンキングやモバイルバンキングを
利用して納税ができます。

国

民

年

金
１年前納
６ヶ月前納

毎月納付金額合計
162,960円
81,480円

前納金額合計
160,070円
80,820円

割引額
2,890円
660円

納期
４月末

４月末、10月末



※尚3月31日までに手続きを済まされない場合、
平成18年度も現状のまま課税されます。

◎平成18年度 軽自動車税の減免について

身体障害者手帳、療育手帳をお持ちの方が本人
名義の軽自動車、原動機付自転車を使用する場合
や自分が運転出来ない場合でも名義が本人で通院
等の為にその家族の方が使用する軽自動車につい
て障害の程度等の一定の条件を満たしている場合
は減免を受けることが出来ますので、詳しくは役
場税務課(軽自動車係)までお問い合わせくださ
い。但し、名義が身体障害者手帳、療育手帳をも
たれている方以外の名義になっている場合や普通
自動車で既に減免申請をされている方は該当しま
せん。
又、毎年度減免申請をされている方については

更新手続きの案内を送付致します。
紀美野町役場税務課（軽自動車係）
電話（073－489－5905）

税務課直通
申請に必要なもの
・身体障害者手帳（療育手帳）
・車検証
・運転免許証
・印鑑
・通院証明書（家族が使用する場合）
受付期間
平成18年3月1日から3月末日

◎町民税の申告（平成18年度分）

平成17年中（1月から12月まで）の所得につ
いて町民税申告の受付を行います。給与支払報告
書の提出のあった方、又所得税の確定申告をされ
た方以外の人は町民税の申告をしていただかなけ
ればなりません。特に国民健康保険に加入されて
いる方は、保険税算定に必要ですので必ず申告し
てください。申告受付期間は2月16日から3月15
日までです。
◎本人以外の方（夫婦や親子間でも同様です）が所
得証明、資産証明、納税証明、非課税証明などの
各種証明を請求される時は、同意書か委任状を提
出してください。

広報�9

◎町税等の納付について
2月28日納期限の町税等は下記のとおりです。
お忘れのないよう納めてください。

・固定資産税第4期分

【旧野上町・旧美里町】

・国民健康保険税第4期分

【旧美里町】

・介護保険料（普通徴収分）

第4期分　　【旧美里町】

納税には便利で安全、確実な口座振替をご利用
ください。

◎家屋取りこわし申請について

平成18年1月1日までに取りこわした家屋で、
まだ取りこわし申請書を提出されていない方は、
早急に税務課までお届けください。
◎土地地目現況変更された方へ

平成18年1月1日までに土地地目の現況を変更
された方で平成17年中に地目変更登記等をされ
ていない方は税務課までご連絡ください。
◎軽自動車の廃車届はおすみですか

次の場合は必ず届出をして下さい。
◆車はすでにないが、廃車届を出していない。
◆車は他人に譲ったが、名義変更をしていない。
◆所有者が町外へ転出したが、車の住所変更の届
出をしていない。

届出先　①原動機付自転車（総排気量125cc以下）
及び小型特殊自動車
紀美野町役場（本庁）税務課
ＴＥＬ４８９－５９０５
神野支所税務室
ＴＥＬ４９５－３４６５
②総排気量125ccを超える２輪車
和歌山県陸運支局
ＴＥＬ４２２－２１５４
③軽３輪・軽４輪
和歌山県軽自動車検査協会
ＴＥＬ４３３－２１４０



【
選
手
団
紹
介
】

来
る
２
月
19
日
県
庁
〜
マ
リ

ー
ナ
シ
テ
ィ
間
（
25
km
、
10
区

間
）
で
開
催
さ
れ
る
第
５
回
和

歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
大
会
に
向
け
て
、
紀
美
野

町
選
手
団
は
昨
年
12
月
の
結
団

式
以
来
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。大

会
ま
で
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
が
、
精
一
杯
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
あ
た

た
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
当
町
チ
ー
ム
の

監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
は
以
下

の
通
り
で
す
。

【
監
　
督
】
大
岩
勝
良

【
コ
ー
チ
】
北
広
海，

橋
戸
常

年，

丸
畑
明
彦，

米
田
充，

石

川
歩，

古
田
香
壽
美，

古
谷
直

城【
選
　
手
】

《
小
学
生
男
子
》

中
田
瑛
次，

下
野
尻
燎，

田
伏

雅
也，
安
平
紫
樹，
楠
岡
佳
一，

山
中
大
助，

南
武
志

《
小
学
生
女
子
》

綛
田
加
奈，

綛
田
衣
里，

宮
脇

杏
奈，
池
原
友
里
恵，
楠
岡
葵，

上
中
梨
瑚，

久
保
雅
美，

大
野

槙
芳

《
中
学
生
男
子
》

小
角
一
平，

小
角
健
太，

伊
南

慈
晃，

宮
脇
工，

紺
谷
壮
志，

中
谷
龍
司

《
中
学
生
女
子
》

広
尾
果
苗，

南
希
枝，

古
岩
沙

紀，

古
阪
恵
理
子

【
コ
ー
ス
】

○
１
区
　
中
学
男
子

3.3
km

県
庁
前（
ス
タ
ー
ト
）

〜
大
浦
街
道

○
２
区
　
小
学
女
子

1.5
km

〜
雑
賀
小
学
校
前

○
３
区
　
中
学
女
子

2.2
km

〜
わ
か
う
ら
園
前

○
４
区
　
小
学
男
子

1.9
km

〜
和
歌
浦
口
御
手
洗

池
前

○
５
区
　
中
学
女
子

2.7
km

〜
明
和
中
学
校
裏

○
６
区
　
中
学
男
子

3.6
km

〜
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ

第
１
駐
車
場

○
７
区
　
小
学
男
子

2.0
km

〜
和
歌
山
館
〜
第
１

駐
車
場

○
８
区
　
小
学
女
子

1.6
km

〜
浜
の
宮

○
９
区
　
中
学
男
子

3.3
km

〜
明
和
中
裏
〜
阿
弥

陀
寺
付
近

○
10
区
　
中
学
女
子

2.9
km

〜
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ

ウ
ェ
ー
ブ
前
（
ゴ
ー
ル
）

山
　
　
彦

第
９
号

「『
ブ
ラ
ン
ド
』
っ
て
何
だ

ろ
う
？
」

あ
る
有
名
な
ホ
テ
ル
で
は
ブ

ラ
ン
ド
を
「
約
束
」
と
定
義
し

て
い
る
。
こ
の
お
客
様
へ
の

「
約
束
」
を
守
る
こ
と
が
、
ブ

ラ
ン
ド
構
築
に
つ
な
が
っ
て
行

く
と
い
う
。

こ
の
約
束
を
現
場
に
お
い
て

遂
行
し
て
い
る
の
が
職
員
一
人

ひ
と
り
で
あ
る
。

当
然
、
職
員
に
は
ブ
ラ
ン
ド

を
代
表
す
る
品
格
が
求
め
ら
れ

る
。品

格
と
は
、
長
い
間
の
生
活

態
度
や
言
動
な
ど
か
ら
自
然
に

形
成
さ
れ
る
。

毎
日
の
地
道
な
繰
り
返
し
と

積
み
重
ね
の
上
に
し
か
品
格
は

現
れ
て
き
ま
せ
ん
。
新
設
さ
れ

た
生
涯
学
習
課
で
は
「
紀
美
野

ブ
ラ
ン
ド
」
構
築
の
基
本
と
し

て
、
①
明
る
く
大
き
な
声
で
は

っ
き
り
挨
拶
を
す
る
。
②
話
し

方
や
言
葉
遣
い
に
注
意
す
る
。

③
時
間
を
厳
守
す
る
。
④
笑
顔

で
対
応
し
、
き
び
き
び
と
行
動

す
る
。
こ
の
４
点
を
心
が
け
て

い
る
。

さ
て
「
き
み
の
ブ
ラ
ン
ド
」

は
？

10

「がんばってます！」



★
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

１
日（
水
）・
８
日（
水
）・

22
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
午

後
５
時

中
央
公
民
館
図
書
室

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
　

15
日
（
水
）
午
後
２
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

「
野
い
ち
ご
の
会
」
の
方
々

中
央
公
民
館
図
書
室

★
高
齢
者
疑
似
体
験

２
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

申
込
み
　
２
月
20
日
（
月
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

★
わ
く
わ
く
児
童
館

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
作
り

２
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時

中
央
公
民
館
調
理
室

参
加
費
　
２
０
０
円

対
象
　
小
学
校
１
年
生
か
ら

６
年
生

２
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
生

涯
学
習
課
へ
　
先
着
30
名

★
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
歌
お
う

よ
！
（
合
唱
ク
ラ
ブ
）

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

美
里
太
鼓
衆
『
鼓
響
』

代
表
　
宗
和
秀
幸

私
た
ち
鼓
響
は
長
谷
毛
原
地

区
で
活
動
し
て
い
る
町
お
こ
し

グ
ル
ー
プ
「
の
ぞ
み
会
」
が
中

心
と
な
っ
て
、
平
成
９
年
１
月

に
結
成
し
た
和
太
鼓
集
団
で

す
。
結
成
し
た
と
は
い
え
元
々

た
だ
の
素
人
で
し
た
か
ら
、
初

め
は
音
も
リ
ズ
ム
も
バ
ラ
バ
ラ

で
と
て
も
音
楽
と
い
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
10
年
近
く
も
や
っ
て
い
る

と
一
人
一
人
が
す
ご
く
上
達

し
、
み
さ
と
祭
り
を
は
じ
め
町

内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
幅
広

く
参
加
し
鼓
響
及
び
美
里
町
の

Ｐ
Ｒ
を
行
え
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
活
動
は
過
疎

化
の
進
む
同
地
区
に
お
い
て
活

性
化
を
促
し
て
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
書
く
と

な
ん
と
な
く
か
た
い
グ
ル
ー
プ

だ
な
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
メ

ン
バ
ー
は
お
も
し
ろ
い
お
っ
さ

ん
や
お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
集
ま
り

で
す
。
今
ま
で
の
和
太
鼓
に
な

い
リ
ズ
ム
で
と
て
も
楽
し
く
な

れ
ま
す
。
尚
、
毎
週
木
曜
日
の

夜
７
時
30
分
よ
り
毛
原
宮
の
参

集
殿
に
お
い
て
練
習
を
し
て
い

ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
一

度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
　

２
月
15
日
（
水
）
午
後
２
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

お
も
し
ろ
い
・
心
に
ひ
び
く

紙
芝
居
や
絵
本
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】
瀬
畑
祐
衣
（
野
上
小
４

年
）

【
二
百
冊
】
桑
添
眞
理
奈
（
野
上

小
１
年
）
西
岡
と
も
み（
野
上

小
２
年
）
須
佐
遥
華（
野
上
小

２
年
）
須
佐
和
範（
野
上
小
６

年
）

【
三
百
冊
】
上
田
健
（
野
上
第
二

保
）
小
嶋
涼（
野
上
第
二
保
）

新
刊
紹
介

―
中
央
公
民
館
―

「
も
し
も
日
本
人
が
み
ん
な
米

つ
ぶ
だ
っ
た
ら
」山
口
タ
オ
・
文

「
き
み
が
微
笑
む
時
」（
写
真
集
）

長
倉
洋
海
・
著

「
夜
明
け
の
風
」
ロ
ー
ズ
マ
リ

ー
サ
ト
ク
リ
フ
・
作

「
地
球
は
ひ
と
つ
」
谷
川
俊
太

郎
・
訳

「
月
・
人
・
石
」
乾
千
恵
・
書

「
ホ
リ
ス
・
ウ
ッ
ズ
の
絵
」パ
ト

リ
シ
ア
・
ラ
イ
リ
・
ギ
ク
・
作

「
ヘ
チ
と
か
い
ぶ
つ
」
チ
ョ

ン
・
ハ
ソ
プ
・
文
　
　
　
　
他

―
文
化
セ
ン
タ
ー
―

「
一
休
」
栗
田
勇
・
著

「
子
ど
も
は
和
食
で
育
て
な
さ

い
」
鈴
木
雅
子
・
著

「
ぼ
く
と
ひ
か
り
と
園
庭
で
」

石
田
衣
良
・
著

「
悪
魔
の
種
」子
内
田
康
夫
・
著

「
わ
た
し
の
か
い
じ
ゅ
う
」

「
忍
た
ま
乱
太
郎
　
カ
ワ
キ
タ

ケ
の
つ
ぼ
さ
が
し
大
会
の
段
」

「
ミ
ッ
キ
ー
を
さ
が
せ
」「
プ
ー

さ
ん
を
さ
が
せ
」「
リ
ト
ル
＝
マ

ー
メ
イ
ド
を
さ
が
せ
」

他

お
知
ら
せ

町
名
を
変
更
し
た
図
書
利
用

カ
ー
ド
と
交
換
し
ま
す
の
で
、

来
館
さ
れ
た
時
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

県
立
図
書
館
と
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
県
立
図
書
館
の
図
書
を
借

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
リ
ク
エ

ス
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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「さあ、何のお話し？」



第
９
回
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
マ

マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝

オ
リ
オ
ン
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

平
成
17
年
12
月
４
日
（
日
）

和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
、
み
ご
と
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
第
１
試
合
】
オ
リ
オ
ン
２
対

０
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ【
第
２
試
合
】

オ
リ
オ
ン
２
対
１
マ
リ
ー
ナ

【
決
勝
戦
】
オ
リ
オ
ン
２
対
１

雄
湊

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

３
月
12
日（
日
）午
前
９
時
〜

受
付
　
午
前
９
時
30
分
開
会
式

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場

開
会
式：

南
北
コ
ー
ス

東
西
南
北
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー

★
参
加
資
格

左
記
①
〜
④
の
ど
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
昨
年
度
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
の
優
勝
者
、２
位
、３
位
の
方

②
本
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
主
催
の
大
会
（
春
、
オ
ー
プ

ン
記
念
、
夏
、
秋
）
の
優
勝
者

③
本
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
主
催
の
大
会
（
春
、
オ
ー
プ

ン
記
念
、
夏
、
秋
）
で
参
加
標

準
ス
コ
ア
（
１
ラ
ウ
ン
ド
男
性

60
以
内
、
女
性
70
以
内
）
を
記

録
し
た
方

④
平
成
18
年
１
月
３
日
〜
２
月

27
日
ま
で
の
期
間
内
に
参
加
標

準
記
録
し
た
方

右
記
①
〜
③
に
該
当
す
る
方
は
、

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
受
付
等
に
掲
示
し
ま
す
。

★
参
加
費

１
５
０
０
円
（
た
だ
し
、
参
加

資
格
①
も
し
く
は
②
に
該
当
す

る
方
は
無
料
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
１
０

０
０
円
（
申
込
み
後
の
キ
ャ
ン

セ
ル
は
、
受
付
期
間
中
は
全
額

返
金
、そ
れ
以
降
は
返
金
不
可
）

★
申
込
み
　

◇
参
加
資
格
①
②
に
該
当
す
る

方
に
は
事
務
局
よ
り
招
待
状
を

送
り
ま
す
の
で
、
２
月
20
日
〜

３
月
６
日
ま
で
に
紀
美
野
町
中

央
公
民
館
事
務
室
へ
出
欠
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
参
加
資
格
③
に
該
当
す
る
方

２
月
20
日
〜
３
月
６
日
ま
で
に

紀
美
野
町
中
央
公
民
館
事
務
室

へ
参
加
費
を
添
え
て
申
込
み
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

◇
参
加
資
格
④
に
該
当
す
る
方

は
２
月
20
日
〜
３
月
６
日
ま
で

に
紀
美
野
町
中
央
公
民
館
事
務

室
へ
参
加
基
準
ス
コ
ア
を
記
録

し
た
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に
期
日
、

同
伴
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
確
認
サ
イ

ン
を
も
ら
い
、
参
加
費
を
持
参

の
上
申
込
み
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

★
そ
の
他

少
雨
決
行
、
荒
天
中
止
（
態
度

決
定
は
午
前
６
時
30
分
）

紀
美
野
町
各
チ
ー
ム
　

海
南
市
駅
伝
競
走
大
会
で

快
走
！

１
月
９
日
（
月
）
成
人
の
日

に
開
催
さ
れ
た
海
南
市
駅
伝
競

走
大
会
は
１
６
２
チ
ー
ム
が
出

場
す
る
中
で
、
紀
美
野
町
の

小
・
中
学
生
を
始
め
、
一
般
チ

ー
ム
が
上
位
に
入
賞
し
、ま
た
、

各
種
別
で
区
間
賞
を
と
る
な
ど

大
活
躍
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

久
し
ぶ
り
に
野
上
中
学
校
職
員

チ
ー
ム
も
参
加
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
以
下

は
主
な
成
績
で
す
。

〔
小
学
生
の
部
〕
第
５
位
（
42
チ

ー
ム
中
）
野
上
小
　
49
分
41
秒

宮
脇
杏
奈，

楠
岡
佳
一，

池
原

友
里
恵，

綛
田
加
奈，

中
田
瑛

次，

田
伏
雅
也

〔
中
学
男
子
〕
第
４
位
（
48
チ
ー

ム
中
）
野
上
中
Ａ
　
43
分
16
秒

加
藤
祐
士
朗，

伊
南
慈
晃，

西

谷
直
人，

小
角
健
太，

宮
脇
工

〔
一
般
男
子
の
部
〕
第
２
位
（
31

チ
ー
ム
中
）
44
分
18
秒
　
丸
畑

明
彦，
山
口
篤
彦，
宮
脇
健
二，

福
本
優，

大
岩
勝
良

《
各
区
賞
》

〔
小
学
生
の
部
〕
第
６
区
　
中

田
瑛
次
〔
一
般
男
子
の
部
〕
第

２
区
　
山
口
篤
彦
　
第
４
区

福
本
優

《
各
区
間
上
位
入
賞
》

〔
小
学
生
の
部
〕
第
１
区
６
位

宮
脇
杏
奈〔
中
学
生
男
子
の
部
〕

第
２
区
２
位
　
伊
南
慈
晃
　
第

４
区
２
位
　
小
角
健
太
　
第
６

区
２
位
　
宮
脇
工
〔
一
般
男
子

の
部
〕
第
１
区
６
位
　
丸
畑
明

彦
　
第
５
区
４
位
　
大
岩
勝
良

雪
国
体
験
ツ
ア
ー

１
月
６
日（
金
）〜
８
日（
日
）、

大
勢
の
参
加
希
望
者
か
ら
抽
選

で
選
ば
れ
た
29
名
の
方
と
ス
タ

ッ
フ
９
人
の
計
38
名
で
１
月
６

日
午
後
９
時
に
長
野
県
の
栂
池

高
原
ス
キ
ー
場
へ
向
け
て
出
発

し
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
み
ん
な
和
気

あ
い
あ
い
で
楽
し
く
過
ご
し
、

午
後
10
時
過
ぎ
に
は
消
灯
し
ま

し
た
。
翌
朝
、
目
を
覚
ま
す
と

一
面
、
真
っ
白
な
雪
国
の
す
ば

ら
し
い
景
色
が
目
に
映
り
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
で
着
替
え
、
さ
っ

そ
く
ゲ
レ
ン
デ
へ
。
連
日
の
雪

で
あ
た
り
は
３
メ
ー
ト
ル
以
上

の
積
雪
、
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方

が
始
め
て
の
体
験
で
し
た
が
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
上
達
し
、

お
昼
に
は
全
員
滑
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
午
前

中
だ
け
の
体
験
で
し
た
が
、
お

の
お
の
雪
を
大
い
に
楽
し
ん
で

帰
途
に
着
き
ま
し
た
。
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昨年度風景

昨年度風景昨年度風景�昨年度風景�

「さあ、滑るぞー」「さあ、滑るぞー」�「さあ、滑るぞー」�



合
併
後
も
美
里
の
名
を
残
す

み
さ
と
天
文
台
で
す
。
名
前
を

変
え
る
と
看
板
の
書
き
換
え
ば

か
り
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
評

判
が
引
き
継
げ
な
く
な
っ
て
、

も
っ
た
い
な
い
で
す
か
ら
ね
。

せ
っ
か
く
で
す
の
で
、
こ
の
場

を
借
り
て
天
文
台
の
説
明
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
。

さ
て
問
題
で
す
。
天
文
台
と

は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
？
　
星
を
見
て
い

る
の
は
確
か
で
す
が
、
曇
り
の

晩
も
あ
り
ま
す
し
、
お
昼
は
い

っ
た
い
何
を
し
て
る
ん
で
し
ょ

う
ね
？
　
町
お
こ
し
や
観
光
に

も
少
し
は
役
立
つ
の
で
し
ょ
う

か
？
　
パ
ソ
コ
ン
関
係
で
訪
れ

た
こ
と
の
あ
る
方
も
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

10
年
前
の
開
館
当
時
は
、
日

本
最
大
の
公
開
望
遠
鏡
だ
っ
た

だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
飛
ぶ
鳥

を
落
と
す
勢
い
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
教
育
の
分
野
で
世
界

初
の
成
果
を
ど
ん
ど
ん
樹
立
し

て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

時
代
は
急
変
し
、
地
方
に
は
大

変
厳
し
い
時
代
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
、
研
究
員
３
名

と
、
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
専
門
家
を
３
名
か
か

え
て
い
る
地
方
の
文
化
施
設
は

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ま

だ
ま
だ
地
域
と
し
て
誇
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
さ
と
天
文
台
と
は
何
な
の

か
？
つ
ま
り
は
紀
美
野
町
民
と

し
て
、
宇
宙
規
模
の
発
想
を
ど

う
使
い
こ
な
し
て
い
っ
た
ら
良

い
の
か
？
　
答
え
は
、
ぜ
ひ
一

度
天
文
台
を
訪
れ
て
研
究
員
に

質
問
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
開

館
は
午
後
１
時
か
ら
、
土
日
で

も
夜
で
も
大
丈
夫
で
す
（
月
火

が
休
館
で
す
。
今
月
は
望
遠
鏡

の
整
備
の
た
め
13
日
〜
24
日
も

休
館
し
ま
す
）。
ま
た
、
こ
ち

ら
か
ら
も
押
し
か
け
て
ゆ
き
ま

す
の
で
。

http://w
w
w
.obs.jp

（
み
さ
と
天
文
台

研
究
員
　
豊
増
伸
治
）

生
涯
学
習
関
係
施
設
紹
介

「
児
童
館
」

児
童
館
（
児
童
セ
ン
タ
ー
含

む
）は
、児
童
福
祉
法
40
条
に
よ

る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。
屋
内

型
の
児
童
厚
生
施
設
（
他
に
屋

外
型
児
童
遊
園
が
あ
り
）
で
あ

り
、
子
ど
も
の
健
全
な
遊
び
を

提
供
し
て
、
そ
の
心
身
の
健
康

を
増
進
し
情
操
を
豊
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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施設名

動木児童館

小畑児童館

中央児童館

吉見児童館

吉野児童館

住　　　所

動木58－1

小畑304

下佐々149－6

下佐々1752－2

吉野143

開　館　日

水・土曜日

月曜日～土曜日

水・土曜日

水・土曜日

水・土曜日

開館時間

（４月～９月）

14:30～17:30

（10月～３月）

14:00～17:00

初
鏡
は
つ
か
が
み手
よ
り
あ
ふ
る
る
髪
の
嵩か
さ

寿
美
子

正
月
初
め
て
使
う
鏡
が
初
鏡
。
そ
ん
な
め
で
た
い
鏡
に
映
っ
た
黒
髪

の
美
し
さ
と
ゆ
た
か
さ
が
「
て
よ
り
あ
ふ
る
る
」
で
あ
る
。
（
手
拝
）

虎
落
笛

も
が
り
ぶ
え

喫
煙
場
所
は
裏
出
口

ひ
と
み

家
康
の
冠
も
拝
し
て
初
詣

な
を
み

塀
越
し
に
事
済
む
仲
や
花
八
手

て
る
代

焼
芋
の
匂
ひ
残
し
て
子
が
走
る

せ
つ
子

笹
鳴
き
や
ひ
と
り
手
合
は
す
母
の
墓

早
苗

手
作
り
の
注
連
縄
か
け
て
杣そ
ま

の
家

昭
子

幼
子
の
小
指
に
残
る
寒
の
紅べ
に

富
貴
子

昼
間
か
ら
狸
た
ぬ
き

の
出
で
し
峡か
い

の
家

重
信

鳴
き
も
せ
ず
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
冬
の
百
舌
も

ず

悦
治

捨
て
る
こ
と
出
来
な
い
世
代
年
の
暮

亜
以
子

野
上
谷
、
ど
こ
へ
消
え
た
か
土
地
名
な
し

浴
俊
夫

正
月
二
日
家
族
揃
っ
て
野
に
出
で
ぬ
筍
・
ワ
ラ
ビ
・
蕗
畑
整
美西

山
カ
ズ
ヱ

半
世
紀
馴
れ
親
し
み
し
美
里
町
わ
が
人
生
と
と
も
に
去
り
ゆ
く

下
垣
内
伊
津
子

初
春
に
願
い
を
か
け
る
紀
美
野
町
人
に
や
さ
し
く
老
に
や
さ
し
く

中
道
と
し
み

美
里
町
愛
し
た
町
の
か
ず
か
ず
が
胸
に
交
錯
す
吾
は
八
十
三
歳

椎
山
初
子

姿
見
た
我
が
身
う
つ
し
て
屈か

が

み
ゆ
く
背
を
伸
ば
し
て
初
の
出
勤西

佐
古
祐
子

生
く
る
こ
と
は
一
筋
が
よ
し
白
椿
ひ
と
つ
咲ひ
ら

き
て
朝
が
は
じ
ま
る

角
谷
と
し
み

黄
葉
こ
う
よ
う

は
か
す
か
な
る
風
に
も
も
み
じ
は
散
り
終
り
柿
の
實
ば
か
り

父
の
三
回
忌

黒
西
葉
子

木
漏
れ
陽
が
刃
の
よ
う
に
突
き
さ
す
を
山
の
曲わ

行
き
て
背
そ
び
ら

に
受
け
つ

河
野
昭
子

ハ
モ
ニ
カ
の
音ね

の
軽
や
か
に
背
の
山
の
木
の
間
を
ぬ
い
て
聞
こ
え
て
く
る
よ

竹
本
セ
ツ
子

大
火
鉢
炭
を
お
こ
し
て
庫
裡
内
に
迎
え
ら
れ
た
り
講
の
集
い

段
木
幸
代

親
故
に
子
の
大
成
に
夢
え
が
き
子
故
に
願
う
親
の
健
康

笹
田
美
代
子

振
る
旗
に
背
中
押
さ
れ
て
走
り
行
く
若
者
の
前
途
ま

え

箱
根
は
白
く

金
田
和
子

ふ
る
里
の
山
あ
た
た
か
く
溪た
に

も
よ
し
幼
な
心
に
還か
え

る
ひ
と
と
き

久
保
英
一

大成高校美里分校との成果が表彰されたり
（左：小柴さん、右：豊増）

人
に
よ
っ
て
は
、
非
常
に
評
価
が
高

い
天
文
台
。
そ
れ
を
活
か
せ
る
か
ど

う
か
？



平
成
17
年
中
に
お
け
る
旧
野

上
美
里
消
防
署
管
内
の
各
件
数

を
紹
介
し
ま
す
。

火
災
出
動
件
数
の
状
況

平
成
17
年
中
の
火
災
件
数

は
、
旧
野
上
町
１
件
、
旧
美
里

町
１
件
で
合
計
２
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
前
年
に
比
べ
て
８
件

減
少
し
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物

火
災
１
件
、
そ
の
他
の
火
災
１

件
で
、
出
火
原
因
と
し
て
枯
草

焼
却
に
よ
る
も
の
が
１
件
、
調

査
中
が
１
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
表
（
１
）
は
平
成
17
年
中

の
火
災
件
数
で
す
。

救
急
出
場
件
数
の
状
況

平
成
17
年
中
の
救
急
出
場
件

数
は
、
旧
野
上
町
３
３
１
件
、

旧
美
里
町
２
２
３
件
で
合
計
５

５
４
件
で
し
た
。
前
年
に
比
べ

て
33
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

事
故
種
別
ご
と
の
出
場
件
数

で
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
急

病
の
３
４
７
件
（
63
％
）
で
、

前
年
に
比
べ
４
件
増
加
し
て
い

ま
す
。
続
い
て
一
般
負
傷
の
94

件
（
17
％
）
で
前
年
に
比
べ
る

と
11
件
増
加
し
、
次
に
そ
の
他

の
56
件
（
10
％
）、
以
下
、
交

通
事
故
、
労
働
災
害
、

自
損
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
又
、
救
急
出
場

に
伴
い
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

を
要
請
し
た
救
急
事
案

は
28
件
、
救
急
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
等
を
利
用

し
て
の
「
病
院
紹
介
」

は
、
３
４
７
件
で
前
年

に
比
べ
11
件
増
加
し
て

い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請

時
に
は
、
離
着
陸
場
に

於
い
て
医
師
に
よ
る
専

門
的
治
療
が
施
さ
れ
る

為
、
離
陸
す
る
ま
で
時
間
を
要

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
又
、

砂
ほ
こ
り
や
騒
音
等
で
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
尊
い
命
を
救
う

為
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

表
（
２
）
は
、
事
故
種
別
ご

と
の
出
場
件
数
で
す
。

救
助
出
動
件
数
の
状
況

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件

数
は
８
件
で
、
前
年
よ
り
１
件

増
加
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
交

通
事
故
４
件
、
そ
の
他
の
事
故

４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

警
戒
出
動
等
の
状
況

警
戒
出
動
は
５
件
で
前
年
よ

り
２
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、そ
の
他
出
動
が
23
件
あ
り
、

そ
の
内
13
件
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

要
請
に
伴
う
出
動
で
、
前
年
よ

り
10
件
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。

今
ま
で
医
師
に
し
か
認
め
ら

れ
て
い
な
か
っ
た「
気
管
挿
管
」

が
で
き
る
４
人
目
の
救
急
救
命

士
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
回
は

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
付
属
病

院
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
得

て
、実
習
を
修
了
し
た
も
の
で
、

実
習
に
際
し
快
く
同
意
下
さ
っ

た
入
院
患
者
様
に
は
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
住

民
の
皆
様
方
に
は
気
管
挿
管
実

習
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。
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「
気
管
挿
管
」が
で
き
る

救
急
救
命
士
誕
生
!!

建　物　火　災・・・・・１件

そ の 他 火 災・・・・・１件

合　　　　　計・・・・・2件

表（1）平成17年中火災件数

表（2）事故種別救急出場件数

3月1日～3月7日
春の全国火災予防運動

3月7日
消　防　記　念　日

平成16年中� 平成17年中�

0

100

200

300

400
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600

急病� 一般負傷�交通事故�その他� 合計�

井川救急救命士井川救急救命士�井川救急救命士�

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番
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ただし、２月13日から24日までは、
望遠鏡整備期間のため休館。�
詳しくは、みさと天文台まで�
（TEL 073－498－0305）�

編　集　後　記
寒中お見舞申し上げます。
紀美野町としてスタートし、早や１か月が

過ぎました。合併前夜のことを思うと、役場
内はだいぶん落ち着いてきたなというのが実
感です。今月号から広報「きみの」は総務課
広報公聴係で作成しています。よろしくお願
いします。
今年は、年末から大寒波がやってくるなど

大変寒い年となっています。特に受験生の皆
さんは、風邪など引かないように健康管理に
は十分注意をしてください。

次回の普通救命講習・再講習は、3月5日
尊い命を救うためには、バイスタンダー（傷病者のそばに居合わせた人）による応急手当が極めて重要です。
若しもの時の為に、あなたも受講してみませんか？
なお、現在修了証をお持ちの方で前回受講してから今年中に２年を迎える方は、再講習を受講してください。
講習内容（１）心肺蘇生法の習得　（２）大出血時の止血法の習得　（３）その他応急手当に関すること
講習時間 午前９時から正午までの３時間講習です。
講習場所 紀美野町消防本部　　受講料 無料
申し込み期限 受講しようとする月の前月の20日まで
申し込み（問い合わせ）先 紀美野町消防本部警防課まで　TEL ４８９－６３０２
そ の 他 ・定員の都合上、日を改め実施することもあります。

・職場、学校、自治会等の団体での申し込みは、随時受け付けています。



１
月
８
日
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
紀
美
野
町
と
し
て
最
初
の

成
人
式
が
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
振
り
袖
や
ス
ー

ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
１
１

６
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
新
成
人
は
１
３
４
名
。

式
で
は
、
ま
ず
黒
西
健
司
町

長
職
務
執
行
者
か
ら
「
成
人
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
20
歳
と
な
り
選
挙
権
を
得

て
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
大
人

の
義
務
を
負
う
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
大
人
に
な
っ
た
自
覚
を

持
っ
て
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
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2020歳の決意を述べる池上奈津子さん歳の決意を述べる池上奈津子さん�20歳の決意を述べる池上奈津子さん�

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
合
併
が
、
よ
い
合
併
だ
っ
た

と
思
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

皆
さ
ん
の
心
が
と
け
合
え
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
激

励
の
言
葉
が
あ
り
、
続
い
て
和

歌
山
県
知
事
代
理
の
海
草
振
興

局
高
木
部
長
さ
ん
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
の
方
々
よ
り
新
成

人
に
対
し
て
お
祝
い
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

が
、
１
月
８
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
、
時
々
小
雪
の
舞
う
中
、

紀
美
野
町
総
合
運
動
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
30
台
の
消
防
車
両

と
と
も
に
消
防
団
員
、
消
防
署

員
総
勢
６
０
６
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
黒
西
健
司
町
長

職
務
執
行
者
の
式
辞
、
七
良
浴

消
防
長
の
訓
示
の
あ
と
、
特
に

防
火
防
災
活
動
に
顕
著
な
消
防

団
員
に
対
す
る
表
彰
状
並
び

に
、
長
年
消
防
団
員
と
し
て
御

活
躍
さ
れ
、
昨
年
退
団
さ
れ
た

方
々
に
対
す
る
感
謝
状
の
授

与
、
昨
年
入
団
さ
れ
た
団
員
23

名
の
紹
介
、
来
賓
者
の
方
々
の

祝
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
紀
美
野
町
吹
奏
楽
団

の
演
奏
に
よ
り
、
一
層
式
典
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

式
典
後
の
分
列
行
進
、
放
水

訓
練
で
は
厳
し
い
寒
さ
の
中
、

一
糸
乱
れ
ぬ
行
動
の
団
員
か
ら

は
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
と
い
う
士
気
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
応
え
て
、
新
成
人

を
代
表
し
て
池
上
奈
津
子
さ

ん
（
動
木
）
が
「
私
達
は
人

生
の
新
し
い
出
発
点
と
な
る

今
日
の
日
を
迎
え
、
そ
の
重

み
を
か
み
し
め
る
と
共
に
、

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
を

支
え
る
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な

社
会
人
と
な
る
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
記
念
撮
影
が
あ

り
、
“成
人
の
一
歩
”
を
カ
メ

ラ
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
の
前
後
で
は
、

友
だ
ち
と
の
再
会
を
喜
ん
だ

り
、
笑
顔
で
一
緒
に
写
真
を

撮
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
ま
し
た
。

樫河池での放水訓練樫河池での放水訓練�樫河池での放水訓練�
かしかし こ�かし こ�
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